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Hideki  ITOH and Shoji  IIZUKA
   This study was carried out to elucidate the seasonal occurrences of zooplankton and their 
relation with the hydrographic conditions in Omura Bay. This paper describes the seasonal 
occurrences of copepods. Samples were collected at 26 stations in the bay in January, March, May, 
July, September, and November of 1976. Copepods were the most predominant group among the 
zooplankton collected except in May when the benthos larvae were the most abundant. 24 species 
in 15 genera of copepods were identified. Among the copepods collected, Paracalanus  crassirostris, 
Acartia  clausi, Oithona brevicornis and Microsetella norvegica were the dominant species and 
Paracalanus parvus, Centropages abdominalis, Pseudodiaptomus marinus,  Eurytemora Pacifica and 
Acartia  erythraea were the subdomdnant species. A few oceanic species were detected only in 
autumn. The occurrences of these dominant and subdominant copepods by season were as follows: 
Paracalanus parvus from winter to spring; Paracalanus crassirostris in summer;  Centropages abdo-
minalis from winter to spring; Pseudodiaptomus  marinus from winter to spring; Eurytemora pacifica 
in spring; Acartia  erythraea in autumn; Acartia clausi in spring;  Oithona brevicornis  from  summer to 
autumn and Microsetella norvegica throughout the year. The seasonal change in occurrence of most 
of the copepods species except Microsetella norvegica corresponded to the alternation of hydrographic 
condition dividing a whole year into 2 periods.
大村湾は佐世保湾の副湾であり,水域面積約340㎞2の
袋状の内湾で,主 湾の佐世保湾 とは幅 の狭い伊 ノ浦の
瀬戸で連絡 する。湾中央の大部分は水深18～20m,最
大水深 は32mで 湾口部 にあ り,平 均水深 は約15mで あ
る(Fig.1)。 流入河川は川棚川,郡 川等24水 系51河 川
で,主 に湾の北部か ら東部にあ り,流 入量 は618,000ト
ン/日,ま た汚染負荷量 はBOD換 算で最高13,230㎏/
日といわれている。 この ような地理的形状特性 とそれ
に原因する流入物質の滞留 とか ら近年,富栄養化の懸念
が指摘 されている(飯塚,1976)。 このような状況 はそ こ
にすむ生物にさまざまな影響 を及ぼす もの と考えられる。
大村湾の動物 プランク トンに関しては これ までにい
くつかの研究が行なわれている。僥脚類については魚
類の天然餌料 となっている15種 を含 めた湾 内重要種20
種の生態 について山田(1957)が,ま た,榛 脚類35種 な
どの 日周活動について同 じく山田(1958)が,ま た椀脚
類な ど動物プランク トンの分布 と魚群 との関係 につい
て畔田(1974)が 報告 した。 これ らの中で,山 田(1957,
'58)は使用 した採集 ネ
ッ トの網 目が大 き く,し たがっ
て同湾 に多産 す る小型の擁脚類 の多 くは採集 されな






て はまだ明 らかにされていない。そ こで同湾に生息す
る動物 プランク トン群集について,こ れ らの点を明 ら
か にすることを目的 として本研究を行 なった。本報告


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































致 した。 これ と は別 にMicrosetellanorvegicaは 周 年
多量 に出 現 す る。 本 種 は水 温 や 塩 分 の変 化 か らは独 立
した生 活様 式 を保 持 して い る もの と思 われ る。
一 方
,他 内湾 との 比較 で は,Paracalanuscrassiro-
s師sは 瀬戸 内海(Hirota,1961)お よび八 代 海(弘 田,
1971)と,CentroPagesabdominalisは 瀬 戸 内海(Hirota,
1961・'64)と,Acartiaclausiは 瀬 戸 内 海(Hirota,
1964),八 代 海(弘 田,1971)お よび福 岡 県今 津 湾(古
賀 ら,1973)と,ま たOithonabrevicornisは 福 岡 県今
津 湾(古 賀 ら,1973)と そ れ ぞれ その 多 出現 期 が 一致
した 。そ れ に対 し て,ParacalanasParVUSは 瀬 戸 内海
(Hirota,1961・'64)と,Eu7rytemoraPaczficaは 山口 県
下 関 港(千 葉,1952)と,ま たMicrosetellanorvegica
は瀬戸 内海(Hirota,1961・'64),福 岡 県今 津 湾(古 賀
ら,1973)お よび 八代 海(弘 田,1971)と そ れ ぞれ そ
の 多出 現期 が 異 な った。 ここに あ げ た海 域 は い ずれ も
西 日本 の 内湾 あ るい は沿 岸 域 で あ り,水 温 お よび塩 分
な どの季 節 的変 化 の サ イ クル は大村 湾 と著 しい相 違 が
あ る とは考 え られ な い。 各 内湾 間 で類 似 の 季節 的変 化
を示 す種 は出現 の サ イ ク ルが 水 温 お よび塩 分 の変 化 に
規 制 され て い る と考 え られ,一 方 異 な っ たそ れ を示 す
種 は水 温 お よび塩 分 の 変化 か らあ る程度 独 立 した生 活
様 式 を持 つ 種 で あ る こ とが推 測 され る。
結果 として 大村 湾 で 多 出現 す る擁 脚類 とその 多 出現
期 は 次 の と う りで あ る と考 え ら れ る。Paracalanz{S
ParVZtS,冬 季 か ら春季;ParacalanZtS6螂s勿s厩 ∫,夏
季;CentroPagesabdominalis,冬 季 か ら 春 季;
E〃ゆ θ〃20勉 ραo哲侃,春 季;Acartiaerythraea,秋 季;
Acartiaclaztsi,春 季;Oithonabrevicornis,夏 季 か ら
秋 季;Microsetellanorvegica,周 年 と な る。 これ の他
に沿 岸 お よ び外 洋性 種 な ど も勿 論 出現 す るが,そ の量
はわ ず か で あ り,時 期 的 に も限 られ て い る。 以 上 の 結
果 か ら 大 村 湾 の榛 脚 類 の 季 節 的 出 現 状 況 の 概 要 を
Fig.3に 示 した。
要 約
大村 湾 にお け る橈 脚類 の季 節 的遷 移 を海 況 との関 連
で述 べ た。採 集 お よび調 査 を湾 内 の26測 点 で1976年1
月,3月,5月,7月,9月 お よび11月 に実施 した。
同 定 さ れ た橈 脚 類 は15属24種 で,そ の う ちPara-
calanuscrtzssirostris,、4cartiaclausi,Oithonabrevi-






が推察 された。周 年出現 す るMicrosetellanorvegica
を除いて,こ れ ら優 占種お よび亜優 占種 は水温および
塩分の季節的変化に対応 した季節的消長 を示 した。
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